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出
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。
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れ
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。
ラ
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華
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。
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他
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自
分
が
や
っ
た
よ
う
に
見
せ
か
け
る
、
ず
る
い
。

■

■
■
■
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（
嘉
瀬
の
小
話
（
そ
の
二
）
）

嘉
瀬
の
小
話
（
そ
の
二
）

我
が
ま
ま
勝
手
な
人

物
識
り
で
、
他
人
の
言
う

瓶
を
川
か
な
い
．

齢
咽
て
る

と
て
も
。
大
変
な
こ
と
だ

父
親
が
い
な
い

霧 蕊
と
蕊
を
結
ぶ

お
じ
い
さ
ん

冷
た
い

短
足
で
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っ
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る
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煙
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乗
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氷
小
屋

あ
る
夜
テ
レ
ビ
で
、
北
海
道
の
湖
で
氷
の
切
り
出
し
の
様
ｆ
を
放
映
し
て
い
た
。

嘉
瀬
で
は
昭
和
の
初
め
ご
ろ
に
は
、
尺
然
氷
を
：
一
左
ヱ
門
淑
池
（
現
在
の
小
川

川
城
下
の
澗
池
）
か
ら
切
り
川
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

私
の
小
喉
唯
の
頃
、
家
の
近
く
に
氷
を
貯
蔵
し
て
お
く
氷
小
膿
が
あ
っ
た
。

そ
り

旧
正
も
過
ぎ
た
噸
、
秘
の
家
の
前
を
氷
を
獄
ん
だ
賜
織
が
何
台
も
通
っ
て
ゆ
く
。

馬
は
汗
び
っ
し
ょ
り
で
、
ハ
ア
ハ
ア
向
い
息
を
唯
き
な
が
ら
砿
い
嘘
を
引
張
っ
て

ゆ
く
。

の
こ
く
ず

氷
小
屋
の
造
り
は
、
外
峨
と
内
峨
の
間
に
鋸
崎
が
ぎ
っ
す
り
砧
ま
り
、
ま
た
氷

を
砿
ね
る
間
に
オ
ガ
ク
ズ
を
い
っ
ぱ
い
縦
め
て
ゆ
く
。

氷
小
雁
の
來
隣
り
に
劇
場
（
川
の
川
離
経
街
）
が
建
っ
て
い
て
、
間
に
は
り
ん

ご
の
樹
が
↓
一
・
本
、
杣
叫
な
年
数
を
経
た
も
の
か
水
の
枝
は
劇
場
の
雑
恨
の
ｋ
に
延

び
、
ま
た
氷
小
屋
の
雌
根
に
も
広
が
っ
て
お
り
、
近
所
の
。
↑
供
た
ち
の
木
蝦
り
の

格
擶
の
立
木
で
も
あ
っ
た
。
小
隈
の
剛
側
の
道
路
端
に
は
、
楡
の
水
の
大
木
が
こ

ん
も
り
と
葉
を
繁
ら
せ
、
進
路
ま
で
も
枝
を
張
ら
し
て
い
た
。

氷
小
屋
は
、
東
に
劇
場
、
燗
に
楡
の
大
木
と
い
う
こ
と
で
日
光
を
遮
ぎ
り
、
氷

を
貯
蔵
し
て
お
く
に
は
絶
好
の
Ⅱ
陰
地
で
あ
っ
た
。

た
ち
の
会
話
の
中
に
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

戦
後
何
年
か
経
つ
と
、
几
所
川
原
な
ど
に
も
製
氷
会
祉
が
で
き
て
、
天
然
氷
は

だ
ん
だ
ん
影
を
消
し
は
じ
め
た
。

氷
小
屋
は
、
Ｋ
藤
林
蔵
さ
ん
（
現
肛
藤
林
酒
店
の
先
代
）
の
経
桝
で
、
氷
の
詰

め
ら
れ
な
く
な
っ
た
小
隈
は
一
時
雌
宅
に
改
造
し
使
川
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
１
五

年
ご
ろ
解
体
さ
れ
た
。

氷
小
屋
の
あ
っ
た
場
所
は
、
矛
．
町
（
現
下
鍛
冶
町
）
の
当
時
の
吉
崎
卜
進
さ

ん
の
士
地
に
あ
っ
た
。

手
割
柾

か
や
夢

む
か
し
は
、
隈
根
好
き
と
い
い
ば
、
矛
好
き
か
征
野
き
で
、
械
埒
寒
冷
地
で
あ

伽
わ
ら
ぶ

る
当
地
方
は
凡
好
き
の
家
は
兄
ら
れ
ず
、
銅
板
働
き
は
神
社
か
お
寺
の
屋
根
だ
け

で
、
金
木
で
は
山
源
（
太
宰
治
の
唯
家
、
現
斜
陽
館
）
の
家
の
屋
根
が
銅
板
鋒
き

わ
ら
序

だ
と
い
わ
れ
て
い
た
。
愉
し
い
小
作
農
の
屋
根
は
蕊
葺
き
も
多
か
っ
た
。

柾
餅
き
屋
根
は
、
大
碓
時
代
か
ら
多
く
な
り
、
昭
和
の
は
じ
め
に
は
柾
割
莱
と

し
て
村
に
何
人
か
、
手
刻
柾
を
造
り
、
屋
根
葺
き
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
の
父
は
大
正
で
、
腿
が
小
学
校
六
年
生
の
時
に
二
階
雄
の
居
宅
を
新
築
し
た
。

そ
の
前
は
、
平
家
建
の
柾
葺
き
屋
根
で
、
し
か
も
よ
ほ
ど
古
く
な
っ
た
の
か
、

雨
降
り
の
Ⅱ
に
は
大
変
だ
っ
た
。
ポ
タ
ン
ポ
ク
ン
と
雨
漏
り
が
あ
ち
こ
ち
に
始
ま

る
。
洗
面
器
や
鍋
を
慨
き
対
応
し
、
雨
漏
り
箇
所
を
下
か
ら
棒
で
突
っ
つ
く
。
一

人
は
雨
の
中
を
屋
根
に
上
り
、
木
羽
柾
が
下
か
ら
押
し
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

へ
差
し
柾
を
し
て
修
理
す
る
。

部
屋
の
中
は
天
井
板
な
ど
は
張
っ
て
な
く
、
見
上
げ
れ
ば
す
ぐ
屋
根
板
が
見
え

る
の
だ
。
そ
の
屋
根
板
も
材
料
の
節
約
の
た
め
か
、
一
寸
〈
約
三
セ
ン
チ
）
置
き

ぐ
ら
い
の
間
隔
で
打
た
れ
て
い
る
の
で
柾
の
目
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

二｣_里
池1℃、且1週

鼠Iqlx
CQD合

P▼一一＝ウーマ

．’・I・’・’

IMIII;I1．
$:！‘画

諦I
t

4

1丁
L’ 二L旦

詑1面
一
屯
・
一
ゞ
・
‐
、
．
一
・
‐
！
、
Ｑ
』
・
‐
‐
、
一
、
‐
画
、
弓
、
、
ｑ
一
、
、
‐
、
ゞ
一
・
く
。
一
、
‐
．
、

］
、
凸
、
．
、
、
‐
二
・
‐
亀
・
寺
‐
」
全
曲
‐
・
弓
‐
・
一
．
‐
、
一
・
‐
・
．
」
一
、
。
Ｉ
卜

〒
‐
‐
・
・
、
‐
‐
、
一
．
、
１
、
一
、
、
当
＼
・
・
・
‐
‐
・
一
、
、
‐
・
・
ず
、
‐
・
・
・
．
画
‐
。
、

抑
ｌ
Ｌ
Ｗ
岾
塒
日
‐
旧
‐
心
Ⅱ
Ｈ
・
‐
‐
‐
ｌ
ら
Ⅱ
虹
‐
‐
Ｌ
‐
，
Ｌ

』
い
に
卜
・
一
こ
い
陰
‐
い
い
。
Ｆ
卜
ゞ
・
‐
、
・
・
｜
、
。

一
壱
皇
．
．
｜
●
二

Ｔ
ｌ
１
Ｌ
‘
ｌ
Ｐ
Ｉ
ｆ
ｌ
↑
Ｌ

．l、

こ上

Ｉ
ｌ
ｌ
ｈ
ｌ
ｔ r

1．

r
L

、
『

『
■
‐
●
『
貝
■
一

一
一
、
』

眺
仙
桃
岫
酎
畷
咄
荊
仙
Ⅱ
＆
侭
Ⅱ
岬
日
碍
ｒ
Ｌ
■

遺
竺
、
、
．
．
、
一
八
、
馬
Ｉ
似
怪
、
ゞ
、
便
”
侭

。
‐
、
一
・
二
、
、
！
△
×
、
字
、
畠
、
‐
蕊

’

Ｆ
Ｌ
卜
上

一
・
ｑ
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ｑ
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、
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ア
Ｉ

、
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科
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竺
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、
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Ⅷ
、
「
訓
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剣
割
引

‐
可
弧
ｈ
ｒ
■
■
■
■
■
い
■
■
Ⅱ
け
■
日
日
■
Ｆ
■
■
Ｂ
■
■

渕
一
、
入
‐
‐
副
、
‐
一
、
、
・

卜
由
■
一
回
・
い
－
、
ロ
、
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ツ
ー
詔

學
、
、
〉
．
、
里
心
、
、
、

、
一
・
‐
‐
・
・
、
。
、
・
・
一
・
、
．
＄
、
了

《
ｂ

昭
和
の
初
め
ご
ろ
に
な
れ
ば
、
学
校
の
先
生
と
か
地
主
の
分
家
す
る
金
持
ち
は

ト
タ
ソ
屋
根
の
住
宅
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

柾
疎
き
の
上
に
更
に
ト
タ
ン
を
張
る
の
で
あ
る
。
雨
漏
り
な
ど
全
然
な
い
。
ト

タ
ン
葺
き
屋
根
の
家
を
見
れ
ば
、
こ
の
家
は
お
金
持
ち
だ
な
ぁ
、
と
子
供
心
に
思
っ

た
も
の
で
あ
る
。

因
み
に
私
の
家
の
屋
根
が
ト
タ
ン
葺
き
に
な
っ
た
の
は
、
二
階
建
の
家
を
建
て

て
か
ら
十
五
年
も
経
て
か
ら
で
あ
る
。

は
や
り

戦
後
は
、
柾
舞
き
屋
根
が
大
流
行
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
流
行
と
い
う
よ

り
も
茅
葺
き
屋
根
は
お
金
が
か
か
り
過
ぎ
る
の
で
、
簡
単
で
見
た
目
も
キ
レ
イ
で

文
化
的
（
？
）
な
住
宅
と
し
て
急
増
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
「
柾
割
業
」
も
需
用
に
応
じ
て
、
村
に
は
二
十
人
か
ら
余
の
柾

割
業
者
が
出
、
「
嘉
瀬
柾
工
業
協
同
組
合
」
と
い
う
組
織
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
組
合
長
は
木
立
民
五
郎
氏
で
、
最
盛
期
に
は
二
十
七
名
の
組
合
員
が
あ
っ
て
、

隣
接
町
村
の
金
木
、
喜
良
市
に
も
呼
び
か
け
、
三
町
村
の
連
合
会
を
つ
く
り
、
金

木
営
林
署
か
ら
原
材
料
の
原
木
払
い
下
げ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

戦
前
の
柾
割
業
で
私
の
記
憶
に
あ
る
の
は
、
鳴
海
大
次
郎
、
秋
元
亀
吉
、
秋
元

兼
雄
、
沢
田
力
太
郎
、
内
海
勘
作
、
工
藤
六
郎
等
で
、
い
ず
れ
も
故
人
で
あ
る
。

戦
後
は
、
岩
村
繁
義
（
故
人
）
、
鳴
海
俊
男
、
鳴
海
栄
三
人
は
鳴
海
大
次
郎

の
息
子
）
、
秋
元
清
逸
（
秋
元
亀
吉
の
息
子
）
、
鈴
木
七
郎
（
秋
元
亀
吉
の
弟
）
、

須
崎
安
政
等
を
知
っ
て
い
る
。

ヒ
バ
の
手
割
柾
は
耐
久
力
も
あ
り
、
屋
根
を
葺
き
上
げ
る
に
も
新
築
の
家
で
は

一
日
’
二
日
で
完
成
で
き
る
が
、
茅
で
葺
く
と
な
れ
ば
、
材
料
を
集
め
る
だ
け
で

も
二
年
’
三
年
も
か
か
り
、
葺
き
は
じ
め
て
か
ら
も
数
日
か
か
り
、
ま
た
人
手
も

多
く
か
か
っ
た
た
め
、
殆
ん
ど
柾
葺
き
屋
根
と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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小
屋
の
大
き
さ
は
、
問
、
が
四
間
ぐ

ら
い
で
奥
行
が
七
間
ほ
ど
も
あ
っ
た
ろ

う
か
。

花
見
時
か
ら
氷
の
滞
婆
が
川
は
じ
め
、

お
盆
こ
ろ
に
は
す
っ
か
り
小
屋
の
中
の

氷
は
な
く
な
り
、
ｆ
供
た
ち
の
遊
び
場

に
な
っ
た
り
す
る
。
典
哩
を
過
ぎ
て
も

残
耕
の
統
く
川
は
、
オ
ガ
ク
ズ
だ
け
が

山
の
よ
う
に
残
っ
た
氷
小
屋
に
入
れ
ば
、

ひ
ん
や
り
と
し
て
気
持
が
よ
か
っ
た
。

天
然
氷
の
滞
甥
先
は
主
に
魚
屋
さ
ん

ひ
Ｊ
う

で
あ
り
、
病
院
な
ど
に
も
病
人
の
氷
の

う
に
入
れ
る
の
に
使
わ
れ
た
よ
う
だ
。

お
金
持
の
家
で
は
、
冷
蔵
庫
（
木
製
）

と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
氷
の
入
れ
て

あ
る
冷
蔵
庫
の
中
の
魚
は
一
週
間
も
卜

日
も
腐
ら
な
い
そ
う
だ
。
な
ど
と
子
供
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今
か
ら
約
七
○
年
前
に
飯
詰
川
と
十
川
（
旧
十
川
）
に
州
ま
れ
た
萢
を
開
田
し
た

約
四
十
町
歩
の
地
域
を
通
称
耕
地
整
理
地
区
と
言
っ
た
。

こ
の
地
区
の
水
田
は
飯
詰
川
か
ら
取
水
し
て
い
る
が
、
用
水
と
し
て
は
四
十
町
歩

を
か
ん
が
い
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
不
足
で
、
用
水
堰
は
い
つ
も
田
面
よ
り
低
い
水

ふ
み
ぐ
る
裏

位
で
、
田
へ
水
を
入
れ
る
に
は
水
車
（
踏
車
）
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
か
た
り
べ
第
六
号
津
軽
の
田
面
か
ら
消
え
た
も
の
「
水
車
」
参
照
。
）

し
か
も
飯
詰
川
そ
の
も
の
が
水
塗
不
足
で
、
水
田
に
と
っ
て
最
も
水
の
必
要
な
代

か
き
、
田
植
え
の
頃
に
は
、
子
供
た
ち
が
膝
ま
く
り
で
川
の
中
で
遊
べ
る
く
ら
い
の

川
の
流
れ
で
あ
る
。
そ
ん
な
川
か
ら
の
取
水
で
は
安
定
し
た
耕
作
が
で
き
ず
、
折
角

開
田
は
し
た
も
の
の
農
家
の
努
力
に
報
わ
れ
る
よ
う
収
穫
は
で
き
な
か
っ
た
。

三
月
も
中
ほ
ど
に
な
れ
ば
道
路
の
俄
雪
も
大
分
薄
く
な
り
、
そ
れ
が
ア
イ
ス
ゞ
ハ
ー

ソ
と
な
る
。
ス
コ
ヅ
プ
で
は
は
ね
返
さ
れ
る
の
で
、
ヅ
ル
ハ
シ
や
マ
サ
カ
リ
で
切
り

Ⅱ
を
入
れ
掘
り
起
す
の
で
あ
る
。

か
た
ま
り

は
し

掘
り
越
し
た
氷
の
よ
う
な
板
状
の
塊
を
道
路
の
端
に
儲
み
上
げ
て
ゆ
く
。
馬
髄
の

ま
じ
っ
た
岬
の
塊
は
作
風
に
も
解
け
て
ゆ
く
の
だ
っ
た
。

一
岳
の
難
関
だ
っ
た
館
．
の
切
削
り
は
、
行
年
川
貝
の
腓
い
″
で
、
こ
こ
だ
け
は

馬
糞
の
ま
じ
ら
な
い
白
い
野
の
畦
が
つ
く
ら
れ
、
五
ト
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
雪
の
廊
下

２

と
な
る
。
砂
利
混
じ
り
の
地
肌
が
見
え
て
き
た
と
き
、
作
を
掘
り
越
す
と
い
う
感
激

さ
え
覚
え
る
の
だ
。

そ
し
て
長
い
長
い
冬
の
季
節
を
地
域
住
民
の
手
に
よ
る
雪
切
り
作
業
か
ら
存
が
呼

び
込
ま
れ
、
四
月
の
中
ご
ろ
に
は
津
軽
鉄
道
の
乗
合
自
動
車
が
ガ
ソ
リ
ン
の
臭
い
を

ブ
ー
ソ
と
残
し
て
通
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

Ⅱ
津
軽
鉄
道
六
十
年
史
よ
り
Ⅱ
）

余
談
で
あ
る
が
、
そ
の
年
に
は
樫
は
陸
軍
航
空
盤
備
学
校
の
奈
良
教
育
隊
に
入
っ

て
い
た
。
郷
土
か
ら
の
便
り
に
、
卜
九
年
ト
ー
〃
七
日
二
三
戸
を
全
焼
し
た
五
所
川

原
の
大
火
と
二
十
年
の
大
雪
が
丼
か
れ
て
あ
っ
た
。
そ
の
ど
ち
ら
の
便
り
だ
っ
た
が

よ
し
入

忘
れ
た
が
、
家
の
隣
り
の
遊
び
仲
間
だ
っ
た
須
崎
由
美
召
か
ら
の
手
紙
が
、
由
美
を

心
凡
山
美
と
読
み
違
い
た
班
炎
か
ら
呼
び
つ
け
ら
れ
説
教
を
く
っ
た
伽
を
想
い
出
す
。

そ
れ
に
は
こ
ん
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
だ
。
仙
台
逓
艦
赫
料
所
の
脚
期
に
下
北
郡
大

間
町
の
中
新
徳
松
衙
と
い
う
の
が
い
た
。
頼
ま
れ
て
中
新
料
の
女
友
達
に
リ
ン
ゴ
一

補
送
っ
た
の
を
、
そ
の
女
友
違
か
ら
リ
ン
ゴ
の
礼
状
と
慰
問
文
が
服
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
は
班
内
金
風
へ
の
訓
辞
と
し
て
、
時
局
が
厳
し
い
折
に
女
か
ら
の
手
紙
な
ど

め
品

で
女
々
し
い
気
を
起
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
気
合
い
を
か
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
時
ま
た
女
か
ら
の
手
紙
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
砿
隊
と
い
う
と
こ
ろ
は
言

い
訳
の
き
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
由
美
は
と
う
と
う
共
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

さ
て
、
脱
線
し
た
が
、
私
が
村
の
郵
便
局
に
勤
め
て
い
た
こ
ろ
（
昭
和
十
五
１
卜

八
年
）
、
地
縦
配
述
に
艇
海
、
中
野
新
川
（
現
在
八
所
川
原
巾
に
な
っ
て
い
る
が
、

当
時
は
畷
瀬
村
の
大
字
）
〃
伽
へ
冬
は
徒
歩
で
行
く
。
先
ず
村
は
ず
れ
の
薬
師
様

（
磯
崎
神
社
）
か
ら
の
ナ
ガ
レ
（
地
吹
吋
に
よ
る
吹
側
り
）
を
越
え
る
。
こ
こ
は
そ

れ
ほ
ど
の
尚
さ
で
は
な
く
二
メ
ー
ト
ル
か
一
・
メ
ー
ト
ル
八
○
く
ら
い
、
次
に
隆
海
の

鯛
は
ず
れ
は
、
屯
線
を
跨
ぐ
よ
う
な
人
き
な
ナ
ガ
レ
な
の
だ
。
史
に
中
野
新
川
ま
で

の
野
合
い
の
地
吹
岬
は
物
凄
い
。
一
間
（
約
二
米
）
先
を
行
く
人
の
姿
は
亡
懸
の
如

く
見
え
、
歩
く
途
中
で
兇
失
い
、
道
端
の
屯
柱
に
ぶ
つ
か
っ
て
ド
キ
リ
と
す
る
仰
も

あ
る
。
中
野
新
田
の
部
落
に
入
れ
ば
、
川
剛
か
ら
少
し
坂
道
に
な
っ
て
お
り
、
左
手

が
毘
沙
門
小
学
校
（
現
在
嘉
瀬
腱
協
毘
沙
門
支
所
）
だ
っ
た
。

学
校
の
雪
囲
ま
板
に
ぶ
つ
か
っ
た
雪
が
ナ
ガ
レ
を
更
に
大
き
く
し
、
小
高
い
山
と

耕
地
確
即
地
区
サ
イ
フ
オ
ン

’

’

水
さ
え
あ
れ
ば
ま
だ
増
収
が
で
き
る
と
は
農
家
の
一
致
し
た
見
方
で
あ
っ
た
。
耕
作

者
た
ち
は
区
会
議
員
を
は
じ
め
村
当
局
を
動
か
し
て
、
飯
詰
川
よ
り
東
側
（
雲
雀
野
、

ニ
ノ
沢
添
、
竹
崎
）
の
水
田
か
ら
出
る
排
水
を
集
め
て
、
飯
詰
川
の
川
底
を
横
断
し
、

耕
地
整
理
地
区
へ
サ
イ
フ
ォ
ン
で
配
水
す
る
工
事
を
完
成
さ
せ
た
の
は
昭
和
十
一
年

四
月
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
八
年
に
団
体
営
ほ
場
整
備
事
業
で
一
区
三
ア
ー
ル
の
ほ
場
整
備
と
な
っ

た
。
そ
れ
ま
で
は
サ
イ
フ
オ
ン
に
よ
る
用
水
の
確
保
で
耕
地
整
理
地
区
の
水
田
耕
作

が
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

飯
詰
川
に
架
る
「
雲
雀
野
橋
」
も
平
成
四
年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
と
な
り
、
橋
を

渡
っ
て
耕
地
整
理
地
区
（
現
在
の
呼
称
雲
雀
野
地
区
）
へ
下
り
て
ゆ
く
道
路
と
道
路

清
久
溜
池
か
ら
の
か
ん
が
い
水
田
面
稜
は
約
六
十
町
歩
で
、
昭
和
五
十
年
の
県
営

ほ
場
整
伽
事
業
の
実
施
さ
れ
る
以
前
は
用
排
水
反
復
使
用
で
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い

た
。
雲
椎
野
地
域
の
川
水
は
、
清
久
溜
池
か
ら
の
ほ
か
に
小
川
川
か
ら
も
導
水
し
て

お
り
、
ニ
ノ
沢
溜
池
（
長
富
淵
池
）
の
水
を
利
用
す
る
ニ
ノ
沢
添
、
竹
崎
等
の
そ
の

使
用
済
の
水
は
旧
十
川
へ
排
水
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

昭
和
の
は
じ
め
は
凶
作
の
連
統
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
年
（
冷
害
、
反
収
九
斗
七
升
）
、

七
年
（
ヤ
マ
セ
、
水
不
足
、
洪
水
、
減
収
反
収
一
石
五
升
）
、
九
年
（
冷
害
、
水
害
、

暴
風
、
反
収
八
斗
四
升
）
、
十
年
（
ヤ
マ
セ
、
冷
害
、
十
数
日
間
浸
水
で
川
原
田
は

許
無
作
）
と
続
き
、
洪
水
に
は
小
田
川
、
飯
詰
川
は
そ
の
た
び
ご
と
に
堤
防
欠
壊
、

鰹
民
の
生
活
は
「
わ
ら
び
の
根
」
を
食
し
た
ほ
ど
の
貧
窮
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
。

村
は
、
耕
地
面
積
を
拡
大
す
る
た
め
に
大
正
三
年
六
月
二
十
八
日
着
工
、
一
反
歩

区
画
の
水
田
を
開
始
し
た
が
、
水
不
足
に
悩
み
、
冷
害
、
水
害
に
泣
く
地
域
で
あ
っ

た
。
土
質
が
粘
土
質
の
た
め
、
保
水
力
が
あ
る
の
が
唯
一
の
強
み
で
あ
っ
た
。

当
時
の
反
収
は
士
田
で
八
俵
、
耕
地
整
理
地
区
は
豊
作
で
六
俵
と
い
わ
れ
て
い
る
。

な
っ
て
い
た
。
電
報
配
達
し
て
の
帰
り
は
、
そ
の
小
山
の
ナ
ガ
レ
を
滑
り
下
り
る
の

で
あ
る
。

金
木
へ
行
く
に
は
二
つ
の
関
門
が
あ
る
。
た
て

村
は
ず
れ
の
小
田
川
の
橋
を
渡
れ
ば
館
．
切
割
り
で
あ
る
。
館
．
と
名
の
あ
る
と

か
ら
ほ
り

お
り
、
中
世
時
に
は
北
に
備
え
て
の
館
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
で
も
空
壕
の
跡
が

残
っ
て
（
東
館
の
標
木
が
あ
る
）
い
る
。

こ
の
道
路
は
大
正
時
代
に
造
ら
れ
た
新
道
で
、
東
西
に
連
な
る
丘
陵
を
切
割
っ
て

往
還
を
通
し
た
も
の
で
、
道
路
の
両
側
切
割
り
の
高
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
っ

た
。
（
昭
和
三
卜
四
年
ご
ろ
土
地
改
良
事
業
で
水
田
の
客
土
の
土
取
場
と
し
て
土
を

採
取
し
て
現
在
の
よ
う
に
な
っ
た
。
）

こ
の
切
割
の
高
さ
を
越
す
大
き
な
ナ
ガ
レ
が
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
金
木
の
南
人
口
で
あ
る
。
現
在
の
警
察
署
付
近
か
ら
、
当
時
の
伊

藤
製
材
所
（
現
◇
ハ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
ま
で
に
二
つ
の
大
き
な
ナ
ガ
レ
の
山
が

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
丈
余
の
尚
さ
の
ナ
ガ
レ
で
、
駄
衝
つ
け
〈
馬
橇
に
よ
る
運
送
業

者
）
の
雄
も
好
労
す
る
難
所
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
バ
ー
年
前
は
毎
年
の
冬
は
恒
常
的
な
大
雪
な
も
の
だ
か
ら
、
日
ざ
し

が
延
び
て
春
彼
岸
近
く
な
れ
ば
、
心
が
浮
き
浮
き
し
て
く
る
。

三
月
中
旬
に
は
恒
例
の
雪
切
り
が
は
じ
ま
る
。
隣
り
組
か
ら
雪
切
り
の
日
程
が
知

ら
さ
れ
る
。
鵬
Ⅱ
年
剛
で
は
そ
の
日
程
に
合
わ
せ
て
担
当
の
簡
所
を
決
め
る
の
で
あ
る
。

毎
戸
か
ら
一
人
以
上
が
出
て
自
分
の
町
内
の
道
路
の
雪
切
り
を
、
ス
コ
ヅ
プ
、
ヅ
ル

ハ
シ
、
マ
サ
カ
リ
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
、
棚
八
時
か
ら
一
斉
に
作
業
を
開
始
す
る
。

青
年
団
の
受
持
ち
は
、
館
．
の
ナ
ガ
レ
ー
古
町
の
端
れ
、
樋
の
、
（
し
の
ぐ
ち
）

の
田
圃
へ
行
く
道
、
嘉
良
市
道
路
（
現
南
中
前
）
な
ど
、
ま
た
村
民
の
手
薄
い
場
所

へ
の
応
援
を
す
る
。
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バ
ク
ガ
粉
の
作
り
方
Ⅱ
大
麦
を
水
に
ひ
た
す
。
発
芽
床
に
ね
せ
る
。
水
を
く
れ
る
、

ば
く
が

五
Ｈ
ぐ
ら
い
で
発
芽
は
で
き
上
が
る
。
・
ハ
ク
ガ
粉
に
す
る
に
は
、
麦
芽
を
天
火
で
カ

リ
カ
リ
に
な
る
く
ら
い
干
す
（
約
八
Ⅱ
’
一
週
間
）
。
干
し
た
も
の
を
か
ん
だ
と
き

音
た
て
て
わ
れ
る
ほ
ど
す
る
。
根
や
茅
は
と
り
除
き
。
粉
に
し
て
貯
蔵
す
る
。

生
麦
芽
を
使
川
す
る
時
は
、
約
八
刻
墹
す
と
す
る
。

◎
こ
ご
り
豆

昔
、
腱
村
で
は
自
給
ｎ
足
が
一
義
的
な
こ
と
で
し
た
。

川
の
ク
ロ
（
茄
代
・
水
川
の
時
畔
）
に
は
大
豆
を
蒔
き
、
そ
の
大
豆
は
演
物
に

入
れ
て
味
を
よ
く
し
た
り
、
お
や
つ
の
材
料
に
し
た
り
し
て
利
用
し
た
。

畑
の
豆
は
、
味
噌
に
な
り
、
納
豆
に
な
り
、
豆
腐
に
と
変
身
す
る
。
大
豆
を
使
っ

た
お
や
つ
に
「
こ
ご
り
豆
」
が
あ
る
。
戦
前
生
ま
れ
の
人
た
ち
に
は
懐
か
し
い
食

べ
物
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

次
に
作
り
方
を
記
し
て
み
る
。

▽
大
豆
を
妙
っ
て
箕
に
入
れ
て
升
の
底
を
こ
ろ
ば
し
て
豆
の
皮
を
と
り
、
二
つ

に
割
り
に
し
て
置
く
。

モ
チ
米
の
粉
三
升
に
ウ
ル
チ
米
の
粉
五
合
の
割
合
に
混
ぜ
、
砂
糖
と
水
を
加
え
、

の
り
状
に
し
た
も
の
を
煮
る
。
ひ
き
割
り
に
し
た
豆
を
入
れ
て
、
か
き
混
ぜ
て
折

板
に
流
し
込
ん
で
固
め
る
。
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
切
餅
く
ら
い
の
大
き
さ
に
切
っ

て
《
お
や
つ
に
し
て
食
べ
る
。

物
の
豊
富
な
現
今
、
昔
の
味
を
書
き
残
し
て
も
懐
古
趣
味
と
断
ず
る
者
も
多
い

だ
ろ
う
が
、
「
む
か
し
の
味
を
賞
味
す
る
会
」
で
も
つ
く
っ
て
、
農
村
で
作
ら
れ

て
い
た
食
べ
物
を
伝
承
す
る
物
好
き
な
方
は
、
居
な
い
だ
ろ
う
か
。

◎
水
あ
め

今
か
ら
約
六
十
年
も
前
の
伽
な
の
で
、
記
憧
の
薄
れ
て
い
る
点
も
あ
る
が
、
蛙
い

冬
の
夜
、
川
服
を
過
ぎ
た
噸
だ
っ
た
ろ
う
か
、
薪
ス
ト
ー
ブ
に
か
け
た
鉄
鍋
で
飴
を

煎
詰
め
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

原
料
は
砕
け
米
で
あ
っ
た
と
思
う
。
小
学
唯
の
砿
な
の
で
排
し
く
は
わ
か
ら
な
い

が
、
腱
い
時
間
を
か
け
て
砿
つ
め
た
も
の
で
、
鍋
の
中
の
あ
め
は
ブ
ク
ブ
ク
と
泡
を

出
し
、
小
さ
な
泡
は
は
じ
け
て
は
滴
え
る
の
を
ゆ
っ
く
り
か
き
ま
わ
す
。

「
あ
ァ
、
ガ
ニ
ア
プ
だ
！
」
災
に
煮
つ
め
て
ゆ
く
と
大
き
な
一
枚
泡
に
な
る
。
そ
し

て
、
あ
め
が
糸
を
引
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
で
あ
る
。
水
あ
め
に
す
る
の
で

あ
れ
ば
頃
合
い
を
見
て
瓶
に
移
す
が
、
鏡
飴
に
す
る
に
は
も
う
少
し
煮
つ
め
、
折
板

に
馬
鈴
薯
の
澱
粉
を
敷
き
、
し
ゃ
も
じ
で
掬
い
上
げ
て
こ
ぶ
し
大
ぐ
ら
い
の
大
き
さ

の
問
に
「
サ
イ
フ
ォ
ン
記
念
碑
」
が
あ
る
。

ジ
、
Ⅲ
■
、
一

七
ｃ
〃
▽

こ
れ
は
、
酒
造
違
反
に
な
る
の
か
、
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
も
う
五
十
年
も
で
き
あ
が
っ
た
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
で
も
よ
い
し
、
う
ら
ご
し
に
に
か
け
て
沸
し

前
の
事
だ
か
ら
、
違
法
だ
と
し
て
も
悔
効
だ
ろ
う
。
て
飲
め
ば
よ
り
美
味
し
い
。

F，

碑.念mUンオブイサ
ー

呈一

れ ◎
は

、甘 祷
蝿
苫
区
会
縦
貝

商
橘
竹
太
郎
今
再
土
作

助
役
今
求
太

ｔ
岐
只
仁
郎
平
川
山
雄

関
係
史
凸
山
中
藤
四
郎

吉
崎
十
造
工
藤
浦
吉

工
蛎
脅
秩
元
元
吉

松
川
新
八
鳴
海
鮮
八

昭
和
常
十
一
年
四
月
竣
工

▽
津
幡
の
収
か
ら
消
え
た
食
べ
物
△

酉

’

一

■ー

ｂ
箔
弓

ｵ

唖

、
面

封

L_－－J

可

I

Ⅸ__ー

に
流
す
。
ま
た
、
折
板
一
杯
に
流
し
固
め
て
保
存
し
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
ノ
ミ

で
欠
い
て
食
べ
る
。

そ
の
頃
の
農
村
は
、
廿
味
料
に
乏
し
い
。
店
で
は
砂
糠
・
ザ
ラ
メ
・
黒
砂
械
）
も

売
っ
て
い
る
が
、
通
常
現
金
収
入
の
無
い
農
村
で
は
出
来
る
だ
け
現
金
支
朏
を
控
え

た
。
魚
売
り
か
ら
魚
や
乾
物
を
闘
う
に
し
て
も
米
と
の
物
々
交
換
が
主
で
あ
っ
た
。

床
屋
の
散
髪
料
も
秋
に
一
括
し
て
米
で
支
払
う
人
も
多
か
っ
た
。

そ
れ
で
、
米
で
川
来
る
も
の
は
、
酒
（
濁
禰
）
で
あ
れ
、
麹
で
あ
れ
、
齢
も
自
分

で
手
作
り
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
春
の
腱
作
業
時
は
肉
体
労
働
も
雌
た
る
も
の
で

あ
り
疲
労
川
復
に
糖
分
の
捕
給
は
、
自
家
製
の
水
あ
め
を
干
餅
に
つ
け
て
食
う
の
で

あ
る
。

う
記
蛎
を
見
て
、
私
は
、
水
あ
め
作
り
に
挑
戦
し
た
。

原
料
は
馬
鈴
符
か
ら
採
っ
た
澱
粉
。
次
に
準
伽
す
る
も
の
を
記
す
。

○
イ
モ
デ
ン
プ
ソ
ー
側
Ⅱ
（
三
・
し
江
Ｋ
ｇ
）

○
、
ハ
ク
ガ
粉
一
○
○
匁
（
三
七
五
ｇ
）

○
水
五
升
（
九
・
○
２
）

▽
つ
く
り
方

デ
ソ
プ
ソ
に
水
と
バ
ク
ガ
粉
の
半
分
を
加
え
て
、
か
き
ま
わ
し
な
が
ら
加
熱
す

る
。
七
○
鹿
に
な
っ
た
ら
火
か
ら
お
ろ
し
、
ヒ
シ
ャ
ク
で
す
く
い
あ
げ
て
こ
ぼ
す

よ
う
に
し
て
六
○
度
ま
で
さ
ま
す
。
こ
こ
で
残
り
の
バ
ク
ガ
粉
を
加
え
、
よ
く
か

き
ま
わ
し
、
五
五
度
に
保
温
す
る
。

甘
味
料
の
な
い
頃
の
農
村
で
は
、
甘
酒
も
糖
分
を
採
る
た
め
の
一
つ
で
あ
り
、

男
達
の
濁
り
酒
に
対
し
て
女
達
の
甘
酒
は
、
寒
い
夜
の
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

私
の
家
で
も
何
回
か
甘
禰
を
造
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
濁
椚
を
造
れ
ば
密
造
に
な

る
が
、
＃
酒
は
違
法
で
な
い
。
と
甘
酒
を
造
り
な
が
ら
母
か
ら
聞
い
た
よ
う
な
気

が
す
る
。
母
の
兄
（
私
に
と
っ
て
伯
父
）
が
戦
後
間
も
な
く
密
造
酒
（
濁
酒
）
を

造
り
販
売
し
て
税
務
署
の
摘
発
を
受
け
、
削
金
は
儲
け
以
上
に
取
ら
れ
た
、
と
い

う
話
も
聞
い
て
い
る
。

古
い
記
憶
で
甘
酒
を
造
っ
て
み
よ
う
。

▽
材
料

白
米
一
升
二
八
○
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）

白
麹
一
升
五
合
（
二
七
○
○
ミ
リ
リ
ヅ
ト
と

水
四
升
（
七
二
○
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）

▽
つ
く
り
方

お
カ
ュ
を
炊
い
て
、
七
○
’
八
○
度
ぐ
ら
い
に
さ
ま
す
。
麹
を
ま
ぜ
る
。
五
五

度
か
ら
六
○
度
ぐ
ら
い
に
保
温
、
七
’
八
時
間
。
保
温
を
や
め
て
か
ら
二
’
三
時

間
後
に
は
出
来
上
が
り
。

お
カ
ュ
に
麹
を
加
え
て
か
ら
の
保
温
が
大
事
で
、
鍋
か
ら
お
ろ
し
て
容
器
の
お

ひ
つ
ま
た
は
カ
メ
で
五
五
度
か
ら
六
○
度
ぐ
ら
い
の
温
度
に
保
つ
に
は
、
日
中
は

コ
タ
ッ
の
中
に
入
れ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。
ま
た
、
夜
の
時
間
帯
に
亘
る
場
合
は
、

エ
ソ
ッ
コ
に
入
れ
て
保
温
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
保
温
を
や
め
て
か
ら
三
時
間

ぐ
ら
い
で
飲
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
容
器
か
ら
小
皿
で
す
く
い
取
り
、
出
来
具

合
を
味
見
し
て
み
る
の
も
楽
し
い
。

戦
後
、
昭
和
二
卜
五
年
の
冬
だ
っ
た
と
思
う
が
、
自
給
ｎ
足
の
水
あ
め
作
り
と
い

今
で
も
家
内
は
、

四
’
五
時
間
後
糖
化

の
袋
に
入
れ
し
ぼ
る
。

’

あ
の
時
の
味
を
口
に
す
る
。

（
デ
ソ
プ
ソ
が
ア
メ
化
す
る
こ
と
）
が
終
わ
る
か
ら
、
布

鍋
に
入
れ
煮
つ
め
て
、
水
あ
め
の
出
来
上
が
り
と
な
る
。
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